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「H３０年度：IoT実践セミナー 」 募集案内
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１. ひろしまものづくり人材育成センターの紹介
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評議員会
総務企画グループ

福山支所

国際ビジネス支援センター
広島上海事務所

副理事長
常務理事

技術委員会
経営委員会
国際委員会

理 事 長

理 事 会

中小企業・ベンチャー総合支援センター

ひろしま創業サポートセンター
広島県中小企業知財支援セター

カーテクノロジー革新センター

研究開発支援センター

新技術トライアル・ラボ

ひろしま医工連携推進センター

ひろしまものづくり人材育成センター

よろず支援拠点

経営基盤強化センター

ひろしま産業振興機構

センター長 住井

スタッフ
課長 小西
主査 野口
専門員 村上ひろしまデジタルイノベーションセンター

サポート 中国経済産業局
広島県商工労働局



２. 事業内容
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インストラクター
の派遣

従業員の受講

従業員の能力向上

産振構
課題（例）

◇製造ラインの効率化
◇低ｺｽﾄ化を実現する設計加工技術確立
◇その他ﾓﾉづくり改善

課題に応じた カリキュラム の開発

カリキュラム受講（座学・現場実践）による
インストラクター養成 企業OB

カリキュラム受講（座学・現場実践）による
人財（現場リーダー）育成 企業現役

現場改善能力
生産性の向上

課題の
吸い上げ

モノづくり企業

○ 中小企業成長支援人材育成・派遣事業（H27年度から実施）

① 現場改善指導者育成事業
～イノベーションインストラクター育成塾

② 改善指導者派遣事業
～現場改善インストラクター派遣



1. 広島県の中小企業が、「品質Q・コストC・納期D」の改善で
現場力を高め、企業収益力を上げるものづくり改善指導者
人材（インストラクター）を育てる。
～ イノベーションインストラクター育成塾

・対象者：
ものづくり(生産管理・品質管理・製造技術等)の知識・経験を有する方
IT（IoT）やロボットに知見を有する方（今年度より追加）

・現場改善を実行⇒企業体質の強化⇒収益拡大
・顧客の動向に依存した収益の確保： 「売り上げを伸ばす」

のではなく
・品質・コスト・納期の見直し⇒製造の原価低減⇒利益増
自分たちの手で、現場に入り込み、周囲を巻き込み、
提案・実施できる人材、現場力向上のリーダーとなるべき人材
を育成する。

２-１. 改善指導者の育成

5



2. カリキュラム体系
カリキュラムは動機、体系的なものづくりの座学、QCD領域
の改善手法、演習、現場改善実習の項目で進める。

3. 育成塾修了後のフォローアップ
塾で学んだ事を活かして自社で改善活動に取り組み、
その状況・成果について発表する。
(２～３か月後)

動機 座学 手法 現場改善実習 成果発表

２-１. 改善指導者の育成
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現場改善報告会
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１. 体系的・実践的なカリキュラム

概論
ものづくりの基礎概念 ものづくり現場においてのものと設計情報の流れについて確認し、生産プ

ロセスの特徴について理解する。

競争力と企業のパフォーマンス 企業体質強化に必要な競争力要素と、ものづくり現場の現状把握に
必要なパフォーマンスの測り方を理解する。

手法
（理論・演習）

コストと生産性 経営と原価の視点から企業会計と原価について学び事例解説や練習
問題などを交えて原価改善の考え方、進め方を理解する。

改善インストラクターの心得
現場リーダーに必要な現状を見抜く力、問題と課題改善を提言する力、
組織集団の能力を引き出す力等、やる気を醸成させ成果を継続して
引き出させる方法を理解する。

ものと情報の流れ
ものづくり現場に立ったときの基本パターン(兆候から改善への展開)を理
解する。ものと情報の流れを図に描き、見えにくいものを見えるようにする
手法を演習を通じて理解する。

IE 人の動作についての改善の目付き・考え方と改善を進める手順を学び
演習を通じて理解する。

ＱＣ手法と問題解決の進め方
問題を解決するための基本ツールであるＱＣ７つ道具、データのばらつ
きから適切な判断を下すための統計的なものの見方・考え方と統計解
析手法について理解する。

設備生産性の改善 企業体質の改善に有効である設備生産性の改善について、その意義
と活動の進め方について理解する。

５Ｓ 現場改善の基本である５Ｓについて，その意義と活動の進め方を理
解する。

生産管理・物流の改善 生産の仕組みや物の流れを改善するとどのような効果があるか、その目
的と進め方を理解する。

改善の進め方、改善事例 現場実習で各チームが活動を進める上で、メンバーと協力しどのような
手順で現場改善を進めて行けば良いか事例を交えて理解する。

現場実習 改善策の検討 チーム編成を行い実習先の現場に入り、概論・手法で学んだことを実
際に現場で活用することにより理解する。

成果発表 改善策の提案 実習先企業に対して、改善策を提案する。
また全体で活動報告を行い、お互いに意見交換を行う。

改善報告会 現場改善実践 自企業で、自身の直面している改善テーマに取り組み、その結果・経過
について全体発表を行いお互いに意見交換を行う。

２-１. カリキュラムの主な特徴



２-１. 年間スケジュール
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年に2回、県西部と県東部で1回ずつ開講予定

受講料：現役社員15万円、企業OB 5万円（平成30年4月現在）



２-１. 講座スケジュール（H３０年度）
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広島会場：開催中
福山会場：募集中

座学：８回
現場改善実習：８回

成果発表：２回
改善報告会
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２-１. 座学

■動機付け・概論
・育成塾について
・ものづくり基礎概念
・競争力と企業パフォーマンス
・改善インストラクターの心得

■手法（理論・演習）
・コストと生産性
・ものと情報の流れ図
・ＩＥ（人の作業改善）、からくり改善
・品質（ＱＣ手法）
・設備生産性の改善、５Ｓ
・生産管理・物流の改善
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２-１. 現場改善実習

■現場改善実習（実践）
４～５人のチームで現場改善を実践する。
改善課題を企業と話し合い取り組み目標を決める。
各チームには 講師が同行し、様々なアドバイスを行う

・ものと情報の流れ図を作成。
・ビデオで記録しストップウォッチで時間測定。
・山積み表、マンマシンチャート等を作成し見える化を行い、

問題やボトルネックを分析。
・発表資料の作成。
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２-１. 現場改善実習成果発表

■現場改善実習企業・全体発表会
役割を決め全員が必ず発表する。



２-１. イノベーションインストラクター認定
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イノベーションインストラクター育
成塾
イノベーションインストラクター育
成塾
イノベーションインストラクター育
成塾
イノベーションインストラクター育
成塾
イノベーションインストラクター育
成塾
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２-１. イノベーションインストラクター育成塾

■現場改善報告会
塾で学んだ事を活かして自社で改善に取り組み、その成果を発表する場です。
学んで終わりではなく、学んだ事を活かして改善に取り組み、改善活動促進の
きっかけとする。



２-１. 育成塾の開講状況
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イノベーションインストラクター育
成塾
イノベーションインストラクター育
成塾
イノベーションインストラクター育
成塾
イノベーションインストラクター育
成塾
イノベーションインストラクター育
成塾

■開講
H２７年度：第１期福山会場
H２８年度：第２期広島会場、第３期福山会場
H２９年度：第４期広島会場、第５期福山会場 終了。
H３０年度：第６期広島会場、開講中。第７期福山会場：9/12（水）開講予定。

■実習先
現場実習先：機械製造会社、電気機械器具製造会社、金属加工製造会社など

■受講人員
累計 ６３名のインストラクターを育成

■受講生内訳
製造課社員、主任、課長、工場長、製造部門副本部長、製造会社社長等



２-１. 育成塾紹介動画
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２-１. 育成塾募集案内
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２-２. 現場改善指導者派遣の概要
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企業からお申し込みを受けると、人材育成センタースタッフがヒアリングに伺
い、インストラクターの人選を行います。
インストラクターは現場調査によって課題を決め、企業と一緒に改善計画を
策定します。
その後、インストラクターは育成塾で学んだスキルや、豊富な経験を活かし
企業の社員と一緒になって課題解決に取り組んで行きます。



２-２. 派遣条件
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●人材育成センターによる現場調査・ヒアリング 無料

●インストラクターによる改善指導
１回～5回 5,000円（税込）１回１人あたり

※場合によっては、2名派遣する場合があります。
※本派遣事業におけるインストラクターの改善指導は５回を上限とします。



２-２. 派遣実績
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●H２７年度：１社

●H２８年度：３社

●H２９年度：６社

●H３０年度：３社 派遣指導実施中



２-２. 現場改善指導者派遣募集案内
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３. 「H３０年度：IoT実践セミナー 」 募集案内
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「H２９年度：IoT実践セミナー 」 募集案内
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「H２９年度：IoT実践セミナー 」 全体の流れ
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「H２９年度：IoT実践セミナー 」
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H２９年度（昨年）セミナーの様子



３. 「H３０年度：IoT実践セミナー 」 募集案内
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２日間コースの基礎セミナーを開催（２会場）
～ IoTありきでなく、一つの手段としてIoTにつなげていくための根っこの部分やプロセスを理解する。

１日目：基礎・入門編 ～ ITコーディネータ協会 協賛
ITコーディネータ協会「IoT導入ガイド」をベースに、IoTの導入プロセスを机上で検討します。
架空の企業を舞台にコンサルタント目線で課題を発見し、IoTの適用ポイントを探ります。

２日目：体験セミナー（シナリオ作成体験） ～ ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ･ﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝ･ｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞ（ IVI ） 共催
IVIのサポートのもと、自社の課題（困りごと）により身近なテーマ を題材に、あるべき姿のシナリオ
とその実現手段を、ステップを踏みながらグループ演習で考えます。

1日目 ～ITコーディネータ協会協賛 2日目 ～ IVI共催
●IoTとは
IoTの導入効果を事例に基づき説明

●IoT導入プロセス演習
見える化や管理・改善について演習

●事例研究
架空の事例をもとに、IoT導入を検討

●全体ガイダンス
●ステップ１
現状の課題を明らかにし、現場が“つながる”こと
で実現できる理想の姿を定める。
●ステップ２
具体的な業務場面を想定し、モノと情報の流
れを紐解く。
●ステップ３
あるべき姿のシナリオとその実現手段を描く。



３. 「H３０年度：IoT実践セミナー 」 募集案内
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●日時・場所
【福山会場】
8/24（金）・25（土） 10：30～18：30
福山市ものづくり交流館（福山市西町1-1-1）

【広島会場】
8/31（金）・9/1（土） 9：30～17：30
広島県情報プラザ（広島市中区千田町3-7-47）

（以下、共通）
●対象：製造業に属し、IT化に問題意識を持つ現場責任者

及び 現場・業務改革に取り組む情報システム担当者等
●定員：20名（※1社最大2名まで）
●参加費：無料

【申込期限】 平成３０年７月３１日（火）



ＥＮＤ
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